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熊本県立菊池高等学校

道徳性の陶冶 真理の探究 心身の錬磨



研究主題設定の理由

本校商業科 指導の重点

「人と人、人と社会をつなぐ
未来のビジネスリーダーの育成」

「人としての付加価値を
高めた生徒の育成」



～研究概要図～

１年目（２年商業科全員）

科目：マーケティング

•地域の課題解決に向けたマー
ケティングを行い、市場調査
分析、ブランディングを行う

•インターンシップの実施

•地域課題解決に向けたプロ
モーション活動

１年目（２年商業科全員）

科目：情報処理

•「マーケティング」で調査
分析した結果の情報発信

•スマートアクティ部とのコ
ラボ

２年目（３年商業科全員）

科目：課題研究

•３年間で学んだ学習を通して
実践的な学びの展開

•菊池市役所や観光協会と連携
し、集客力アップのためのイ
ベント企画や情報発信、販売
実習など、地域の課題解決型
学習活動

人としての付加価値を

高め、持続可能な地域

づくりに貢献する人

・表現力と他者との協働 ・情報を見極める力
・課題解決力

・社会人基礎力

菊池高校商業科で３年間
の学びを通して成長する
生徒たちの育成像

※スマートアクティブとはＳＮＳモラル
啓発活動を目的とした部活動で熊本
県警との連携によって誕生



人と人、人と
社会をつなぐ
未来のビジネ
スリーダー

情報を見
極める力

表現力

他者との
協働

課題解
決力

社会人
基礎力

○育成したい資質・能力



研究内容

①課題解決学習を取り入れた研究の内容
・商業科目の系統的な組み直し
・関係機関との連携

②学習活動の工夫改善
・「主体的・対話的で深い学び」に向けた取組
・ビジネス的な見方・考え方の醸成

③評価方法の工夫改善
・「ﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄ、ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ」等の活用
・課題研究における評価方法の見直し
・観点別評価による評価基準やﾙｰﾌﾞﾘｯｸの作成



商業科2年へのアンケート実施

アンケート結果から自
信があまり持てていな
い項目の６つがわかっ
てきました！

（人数58名）



アンケート項目（主体性）

１ 勉強や部活動などうまく進まなかった時に、何か
工夫してそれを乗り越える力がある。

２ 疑問を持ち、考え抜く力がある。

３ 指示を待つのではなく、自らやるべきことを見つ
けて積極的に取り組むことができる。

４ 授業の中で調査やデータを整理することが得意
である。



アンケート項目（チームワーク）

５ 自分の意見を周囲にわかりやすく伝えることが
できる。

６ 相手の意見を丁寧に聴くことができる。

７ 意見の違いや立場の違いを理解する力がある。

８ 一つのやり方にこだわらず、いろいろなやり方を
考えたりすることができる。



アンケート項目（社会との関わり）

９ 地元の企業や地域社会に対して興味・関心がある。

１０ 地域との交流活動などに参加することが得意（好き）
である。

１１ 地域に対して興味・関心があり、自ら進んで地域社
会に対して行動することができる。

１２ 基本的生活習慣（挨拶、時間を守る、身だしなみ、食
事、掃除など）が身に付いている。

１３ 商業の授業で学んだことを日常生活と関連付けて考
えることができる。

１４ 商業の役割や意味について周囲に伝えることができ
る。

１５ 商業科での学びを今後の職業（仕事）に活かす自信
や力がある。



《アンケート結果から見えてきた課題①》

■自信が持てない項目（１つめの課題）
主体性 → 「情報を見極める力」

４ 大いに自信がある

6%

３ どちらかと言えば自信がある

33%

２ どちらかと言えば自信がない

55%

１ まったく自信がない

6%

【質問４】授業のなかで調査やデータを整理することが得意である

（n=58）



《アンケート結果から見えてきた課題②》

■自信が持てない項目（２つめの課題）
チームワーク → 「表現力」

４ 大いに自信がある

4%

３ どちらかと言えば自信がある

29%

２ どちらかと言えば自信がない

59%

１ まったく自信がない

8%

【質問５】自分の意見を周囲にわかりやすく伝えることができる

（n=58）



《アンケート結果から見えてきた課題③》

■自信が持てない項目（３つめの課題）
社会との関わり → 「社会人基礎力」

４ 大いに自信がある

14%

３ どちらかと言えば自信がある

29%
２ どちらかと言えば自信がない

49%

１ まったく自信がない

8%

【質問９】地元の企業や地域社会に対して興味・関心がある

（n=58）



《アンケート結果から見えてきた課題④》

■自信が持てない項目（４つめの課題）
社会との関わり → 「他者との協働」

４ 大いに自信がある

10%

３ どちらかと言えば自信がある

37%

２ どちらかと言えば自信がない

43%

１ まったく自信がない

10%

【質問10】地域との交流活動に参加することが得意（好き）である

（n=58）



《アンケート結果から見えてきた課題⑤》

■自信が持てない項目（５つめの課題）
社会との関わり → 「他者との協働」

４ 大いに自信がある

14%

３ どちらかと言えば自信がある

19%

２ どちらかと言えば自信がない

53%

１ まったく自信がない

14%

【質問11】地域に対して興味・関心があり、自ら進んで地域

社会に対して行動することができる

（n=58）



《アンケート結果から見えてきた課題⑥》

■自信が持てない項目（６つめの課題）
社会との関わり → 「表現力」

４ 大いに自信がある

6%

３ どちらかと言えば自信がある

35%
２ どちらかと言えば自信がない

55%

１ まったく自信がない

4%

【質問14】商業の役割や意味について周囲に伝えることができる

（n=58）



《アンケート結果から見えてきた課題》

■自信が持てない項目 →「他者との協働」

「表現力」

「情報を見極める力」

「社会人基礎力」



《課題解決を取り入れた授業実践》

目的：地域課題解決

科目：ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 科目：情報処理



科目横断的な授業

地域課題に関するテーマでグループ学習をしている様子
【右写真】模造紙と付箋紙を利用



科目横断的な授業

市場調査をするために質問票を作成している様子



外部機関との連携

外部講師を招聘し、１回目のワークショップの様子
【商業科２クラス合同】



外部機関との連携

２回目以降のワークショップの様子
【２回目～１クラスずつ１コマでワークショップ】



学習活動の工夫・改善に関する取組

①「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた取組

↓

【目的】思考力・表現力ＵＰ



グループワーク

【左写真】２人～３人による
ペアワーク

【右写真】ペアワークから
グループワーク



グループワーク

▲広用紙と付箋紙を利用したグループワークの場面
マーケティングの授業 【テーマ：地域課題解決】



生徒のワークシートの一例

科目：マーケティング
付箋紙を利用した際のワークシート
でマーケティング戦略のなかで
ポジショニングをさせたもの



学習活動の工夫・改善に関する取組

②学習プリントの工夫・改善による「主体的・
対話的で深い学び」の実践

↓

※思考力や表現力を身に付けさせたい



ワークシートの工夫・改善
（全体図）

科目：マーケティング
各グループの地域課題解決学習において、商品計画の５原
則に沿った内容で課題解決を考えた際のワークシート



ワークシートの工夫・改善

科目：マーケティング
商品計画の５原則におけるワークシートを拡大したもの



ワークシートの工夫・改善

科目：マーケティング
「地域課題について考える」ワークシートを拡大したもの



ワークシートの工夫・改善

科目：マーケティング
「ポートフォリオ分析」を通して、改善策を考えた際のワークシートを拡大したもの



ワークシートの工夫・改善

▼情報処理 実技シートの場合

科目：情報処理
実技レベルをチェックするために、毎時間記入させているリフレクションシートの一部



学習活動の工夫・改善に関する取組

科目：マーケティング
毎時間記入させているリフレクションシートの一部



学習活動の工夫・改善に関する取組

科目：マーケティング
毎時間記入させているリフレクションシートの一部



学習活動の工夫・改善に関する取組

▼情報処理 ハードウェア

色鉛筆の活用

科目：情報処理
色鉛筆を活用し、磁気ディスク装置内の部品の場所と名前を色分けしたもの



学習活動の工夫・改善に関する取組

▼マーケティング STP（ターゲティング）

科目：マーケティング
ターゲットの幅がだんだん狭くなっていることを、色鉛筆を活用して表したもの



学習活動の工夫・改善に関する取組

③ビジネス的な見方・考え方の醸成

↓

※思考力や表現力を身に付けさせたい



③ビジネス的な見方・考え方の醸成

▼マーケティング 第1章：戦略的マーケティング

工夫：ＮＢ商品とＰＢ商品の比較での気づき



③ビジネス的見方・考え方の醸成

▼マーケティング 第2章：市場調査
工夫：地域課題解決学習（グループワーク）



③ビジネス見方・考え方の醸成

▼マーケティング 定期考査での出題
工夫：ルーブリック基準の記載



評価方法の工夫・改善に関する取組

①観点別評価への取組

↓

※評価規準やルーブリックの作成



評価方法の工夫・改善に関する取組

①観点別評価への取組

(1)評価のタイミングについて

これまでの評価

授業後、指導後
↓

評価

これからの評価

指導＝評価

＝授業改善



評価方法の工夫・改善に関する取組

①観点別評価への取組

(2)評価規準（例：マーケティング 製品政策）

思考・判断・表現

マーケティングにおける製
品計画の位置づけと重要性
を把握し、課題解決学習に
関連して考察することがで
きる。



評価方法の工夫・改善に関する取組

①観点別評価への取組

観点
「十分満足でき
る」状況(A)

「おおむね満足でき
る」状況(B)

「努力を要する」状況
(C)と判断した生徒に

対する手立て
評価ツール

思考
判断
表現

Ｂ基準に加え、科
学的な根拠や客観
的なデータを用い
ており、実現可能
なサービスの企画
について、さらに
具体的に提案する
ことができる。

商品（サービス）を提
供するためのマーチャ
ンダイジングの５原則
に照らし合わせて既存
商品(サービス）の改
良や新用途の開拓につ
いて実現可能なサービ
スの企画として考える
ことができる。

課題解決テーマのサー
ビス企画は考察するこ
とができるが、グルー
プワークへの参加が消
極的で、マーチャンダ
イジングの５原則のう
ち、可能な内容につい
て意見を集約するよう
支援する。

ワークシート

(3)評価基準（例：マーケティング 製品計画）



評価方法の工夫・改善に関する取組

①観点別評価への取組

(4)生徒のワークシートの一部抜粋

「思考・判断・表現」がＡ



評価方法の工夫改善に関する取組

①観点別評価への取組

(5)データの蓄積 ⇒ 成績算出



評価方法の工夫改善に関する研究

①観点別評価への取組

(6)まとめ



2回目のアンケート分析結果

アンケート結果から
見えてきた生徒の変
容について



２年商業科アンケート



《課題①に対する生徒の変容》 （n=52）

【質問４】授業のなかで調査やデータを整理することが得意である

6%

33%

55%

6% 7%

59%

34%

情報を見極める力 ＵＰ↑

大いに自信がある
大いに自信がある

どちらかと言え
ば自信がある

どちらかと言え
ば自信がある

どちらかと言え
ば自信がない

どちらかと言え
ば自信がない

まったく自信がない



《課題②に対する生徒の変容》 （n=52）

【質問５】自分の意見を周囲にわかりやすく伝えることができる

表現力 ＵＰ↑

4%

29%

59%

8%

どちらかと言え
ば自信がない

まったく自信がない

大いに自信がある

どちらかと言え
ば自信がある

3%

38%

52%

7%

どちらかと言え
ば自信がない

まったく自信がない
大いに自信がある



《課題③に対する生徒の変容》 （n=52）

【質問９】地元の企業や地域社会に対して興味・関心がある

社会人基礎力 ＵＰ↑

14%

29%49%

8%

どちらかと言え
ば自信がある

どちらかと言え
ば自信がない

まったく自信がない

大いに自信がある
3%

59%
31%

7%

どちらかと言え
ば自信がある

どちらかと言え
ば自信がない

まったく自信がない
大いに自信がある



《課題④に対する生徒の変容》 （n=52）

【質問11】地域に対して興味・関心があり、自ら進んで地域社会に対して
行動することができる

他者との協働 ＵＰ↑

14%
19%

53%

14%

大いに自信があるまったく自信がない

どちらかと言え
ば自信がない

どちらかと言え
ば自信がある

7%

52%38%

3%
大いに自信があるまったく自信がない

どちらかと言え
ば自信がない

どちらかと言え
ば自信がある



《課題⑤に対する生徒の変容》 （n=52）

【質問14】商業の役割や意味について周囲に伝えることができる

表現力 ＵＰ↑

6%

35%55%

4%

どちらかと言え
ば自信があるどちらかと言え

ば自信がない

まったく自信がない

大いに自信がある
3%

59%
35%

3%

どちらかと言え
ば自信がある

どちらかと言え
ば自信がない

まったく自信がない 大いに自信がある



《生徒の変容：一番平均値が上がった生徒》

1回目平均2.2
↓

2回目平均2.9

0
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1
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質問7

質問8質問9

質問10

質問11

質問12

質問13

質問14

質問15

1回目

2回目

自信ありの項目が11個増える！



《生徒の変容：全体》 全体平均値 2.7→ 2.8へUP
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《資質・能力の変容》

2.40

2.50

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00

主体性

チームワーク社会との関わり

1回目 2回目

コメントを記入



まとめ

①学習活動の工夫改善⇒ﾜｰｸｼｰﾄ等の工夫

②評価方法の工夫改善⇒観点別評価や考査
問題の工夫

③課題解決学習⇒本校の特色ある取組と
しての発展

④生徒の変容⇒主体性、チームワーク、
社会との関わり UP↑



次年度の取組

・科目横断的な取組（2年目）
→「課題研究」

・課題研究における評価方法の評価規準の
作成とフィードバックの仕方の研究

・熊本県商業教育研究会研究集録集へ
研究成果報告など

・他教科との科目横断的取組



ご清聴ありがとうございました。


